






















In Search for A Possibility of the Toy 






































































































































































































































































































































































































































































のネズミ／からみつく／水を噴出するロケット／ TOP SECRET ／振り
まわすと音を出す管／歌うワッシャー／旅のノートから／偶然の美／
電気雑記
　●第四集
大きい波・小さい波／粘土数学おもちゃ／蚊トンボ凧／重さと構造の
力学／蛇の歩み／球ころがしの塔／時を刻む／遠心力／ネズミのしっ
ぽ／静電気／分解と組み立て／旅のノートから（Ⅱ）／まるいサイコロ
　●第五集
ジャンピング・ビーンズ／水と空気／トレミーのこまと月のこま／ス
バイラル／油滴と砂滴／摩擦力と動的安定／ゆがむ20面体／動き絵／
指南蛙／凹面鏡の中の世界／水上ろうそく／水中気球・空中気球／回
転振動／変わった形の独楽
　●第六集
大きな粒は上に／ゆっくり転がり下りる／逆立ちする振り子／竜巻と
大渦と／水に浮く一円玉／小人がひとり消えた／竹トンボ・木トンボ
／あっち回りが好きな石／人形の高速回転／びっくり箱／竹トンボ始
動モーター／簡単モーター／回転器と波／昔のおしゃべり人形／身近
な小道具／でんぐり返し／上昇気流／逆立ち正立自在のコマ／超曲芸
紙飛行機／回す・回る／数学玩具・図・形で遊ぼう
　以上、85種類もの科学あそびが勢揃いしたのである。書籍の中では、著
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者の科学的で軽快な話が遊びとあそびの行間をうめる。それは不思議なこ
とに、読者の年齢などにはまったくこだわらない楽しさをかもしだして、
読者を科学あそびの世界に導くのである。
　
　軽度発達障害の子ども達が、どのようにこれらのあそびに近付いていく
のか、事例をもとにいくつか紹介する：
１.第一巻　平和鳥とぽんぽん蒸気船
　現代っ子には見慣れないおもちゃであるにもかかわらず、「不思議だ！」
の意識が彼らを引き込むに違いない。まず、①姿をじっくりとみる。描いて
みるのもいい。②しかし外からではわからないところに教材の命があるこ
とはすぐに分かり、③遊びを軌道軸に乗せる手先をよく見ている。④思っ
た仮説を「あーだこーだ」と口にする。⑤遊びが動き出すと歓声を上げる。
⑥彼ら自身がやってみると言う。⑦不思議なあそびのからくりをしっかり
とつきとめ、納得納得となる。⑧今度は誰か他の人に説明したがる。
　以上のような経緯で、遊びの面白さにつれ、また、他の人に説明してあ
げられる気分も、本人の科学への接近を示しているのではないだろうか。
２.第六巻　小人がひとり消えた
　「消える小人」と名付けられたパズルで、カナダで1968年に版権を取った
人気の遊びである。子ども達は15人が14人に消えてしまうからくりを見極
めようと、普段は見せないような細部に至るまでの観察を入念に行なう。
たぶん、ここだろうと見つけたところから、推論をする。以前から巧みに
お札を同じ手口でだます詐欺師がいるなどと聞くと、手さばきも器用に変
わるから面白い。こんなに器用だったかな？と。
３.第五巻　動き絵　
　簡単な所作で絵が動くかのような錯覚は、子ども達の日常的ないたずら
で楽しめるものである。二枚の絵が交互に登場してくる（うちわの表裏）
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とか、動くと言うより、重ねた絵という場合もある。鳥の絵と籠の絵は重
なるし、激しく絵が入れ替わることで連続して動くものになる。
　以上のように科学的なおもちゃは平凡なあそびの中にあって、ひときわ
子ども達の興味を引くものである。
第４章　研究の方向
　今回の研究は、一般の教育のなかに「あそび材」という概念をぜひ抵抗
なく取り入れて欲しいという事で、軽度発達障害の、特に年長に成長した
子ども達の教育現場で長年観察を続けてきた研究者としての私（同時に長
きにわたって、おもちゃの研究者でもある）が、取り組んでいる課題であ
る。
　日本では、敗戦の混乱から必死に立ち上がってきた戦後教育のしばらく
の期間、そして引き続き高度成長を成し遂げそれを維持しようとしてきた
子どもたちの受験戦争の時代には、「遊びと勉強」が著しく分かれて価値づ
けされて来た経緯がある。そこには遊びの要素を持つ学習概念は、評価さ
れなかったということになる。
　しかしいつの時代でも、子ども達に囲まれて充実した楽しい学習活動を
展開できた教育者たちの周囲には、遊びと学習が、また言い換えれば学習
と遊びが不可分の状態でバランスよく展開されていたと考える。両者は切
り離せないものであることを、教育者は悟るべきではないだろうか。もし、
学習とあそびの関係が相互に力を貸し合って、何かを成り立たせていると
すれば、その最たるものは研究者の長年の粘りの正体ではなかろうか。や
はり、厳しい学問の発露には、「研究って面白い」の本音があるのではなか
ろうか。
　いま、軽度発達障害の子ども達が苦労して学習効果を上げよう、支援し
ている保護者や教師の熱意に、応えようとがんばっているとき、本研究は、
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「あそび材」という少々不本意な名称によって目的を言い表わそうという努
力をしている最中なのである。「黒板中心の授業」では分からないという訴
えは、「真理なのだ」と確信する。もっと学習場面にいろいろな教材教具
が持ち込まれることを願う。本研究では、研究者の広い経験と見識から市
販（世界中をと言ってもよいほどの遍歴の中から探し出してきた）のあそ
び材に焦点をあてて述べてきたのであるが、今後の方向としては、教育者
が自分の持てる裁量と実力から、もっと多くの「あそび材」を生み出して
くれることである。
　この研究に少々でも賛意を感じて下さる人たちと共に、教育制度そのも
のへ大いなる見直しを求め、子ども達が苦労しがいのある学習の世界を打
ち立てたいものである。　
第５章　最後に
　この研究の陰にはこれを直接間接に支えて下さった方々がたくさんおら
れる。
　謝辞ということばで短く語れるものではないが、この「あそび材」とい
う研究に行きつくまでの後押し役、寄り道への居場所提供役、世界のあち
らこちらへ連れて行ってくれた香辛料の世界的研究者・夫の中谷、約40年
間発達障害児教育への参加を承認して下さった東京都東村山市の学務課、
同市立東萩山小学校時代の桒原茂樹先生、また歴代の卒論執筆の卒業生た
ち、若き研究者松島良倫氏、数えきれない方々にお礼を申し上げたい。
　何といっても1983年に巨額の費用を提供してキャンパスに「おもちゃラ
イブラリー」を立ち上げることを許可して下さった白鷗大学にこころから
の感謝を申し上げたい。ありがとうございました。
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